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1.Scopusとは

2.Scopusを使うには

図書情報センターHP
https://www.lib.usp.ac.jp/drupal/

↓
探す・調べる

↓
Scopus(学内でのみ使用できます)

Scopus(スコーパス)は、エルゼビア社が提供する世界最大級のデータ量を誇る学術情
報ナビゲーションツール(抄録・引用文献データベース)です。

【収載情報】
＊全分野（科学・技術・医学・社会科学・人文科学）で世界5,000社以上の出版社の逐
次刊行物22,800誌、会議録830万件、書籍170,000タイトル、7,200万件以上の文献を
収録しています。
＊1800年代からの抄録に加え、1970年以降の論文は参考文献も収録しています。
＊5つの特許庁(USPTO:米国特許商標庁、EPO:ヨーロッパ特許庁、WIPO:世界知的所
有権機関、UKIPO:英国特許庁、JPO:日本特許庁)の特許情報も検索可能です。

【機能】
＊検索結果の分析ができるので、研究のトレンドが確認できます。
＊探している論文の引用分析が可能です。
＊参考文献や被引用論文へのリンク、関連論文へのリンクが一画面で表示されます。
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3.文献検索

Scopusを使って、文献の検索をしてみましょう。
「ecological（生態）」「balance(バランス)」「animals(動物)」を論理演算子「AND」でつなぎ、
「ecological」「balance」 「animals」すべての語句を含む文献を検索します。

クリックして、検索語（英語のみ）
を入力します。

検索式を組み合わせた検索が可能です。

検索を実行した後で検索画面に戻ると、画面下部に検索履歴が表示されます。検索履歴
欄からは検索履歴を使用した検索が可能です。

履歴のRSS※, アラートの設定※, 保存※, 編集, 削除
※印の操作を行うにはユーザー登録が必要です(→P8)

検索式が表示されます。

検索結果を確認できます。
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検索対象の項目を選択できます。
初期設定では「論文タイトル、抄録、
キーワード」が検索対象となっています。

詳細検索

検索範囲を指定できます。

+ をクリックすると、
検索欄を追加できます。
論理演算子（AND等）を選択し、
検索語を入力します。



4.検索結果画面

検索結果画面を見てみましょう。
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クリックすると滋賀県大SFXへ移動します。(→P8)

著者名

掲載誌名、掲載巻号、ページ

検索結果の並べ替えができます。
初期設定では出版年の新しいものから順に並んでいます。

オンライン速報版のため、
掲載巻/号/ページが未確定の論文

検索式

検索結果を絞り込むことが
できます。(→P4)

検索結果の分析をすることができます。
検索結果の内訳(出版年、出版物、著者、著者所属機関、国/地域、
文献タイプ、分野)がグラフで表示されます。

論題
クリックすると、文献の詳細が表示されます。(→P5)

論文の横にチェック を入れると、文献のリストを
印刷、E-mail送信、PDFに保存ができます。



絞り込み項目として設定された情報を使って、検索結果を絞り込むことができます。
絞り込むことによって、探している文献がより見つけやすくなります。

5.検索結果の絞込

拡大表示
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項目にチェックをいれて、特定の項目に「絞り込む」
または「除外する」ことができます。

分類カテゴリをクリックすると、
絞り込み項目を追加表示できます。

絞り込み項目の表示範囲を拡大できます。

追加の検索語を入力して、検索結果から
さらに絞り込むことができます。



6.文献の詳細表示
論文の詳細情報を見てみましょう。

表示している論文と参考文献、著者、キーワードが

共通している論文の一覧

著者名
クリックすると、著者情報詳細画面に
移動します。(→P7)

掲載誌名
掲載巻号, 出版年月, 掲載ページ

論題

クリックすると滋賀県大SFXへ移動します。(→P8) 論文情報の外部出力等ができます。
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1996年以降にこの論文を引用した論文の一覧

表示している論文に掲載されている参考文献リスト



7.著者検索

著者名や所属機関から論文を探してみましょう。
Scopusのホームページ（P2）で著者検索を選択します。

著者検索タブをクリックすると、
著者検索画面が表示されます。

著者の「姓」を入力 著者の「名」を入力

チェックをいれると、入力した著者名と
完全に同一の著者のみを表示します。著者の所属機関情報での検索もできます。

著者検索のヒント
著者検索では、入力した検索式に適合する様々なスペリングの著者名が検索されます。
例 : 著者の姓「Anderson」、著者の名「E」で検索した場合、「Anderson, E.」という結果だけでなく、
「Andersen, Melvin E.」,「Anderson, David E.」,「Anderson, Ernest R.」などもヒットします。

検索結果画面を見てみましょう。（検索ワード : 著者の姓→「Coulon」，著者の名→「A」）

検索式

著者名
クリックすると、著者の詳細情報が
表示されます。(→P7)

著者の最新の論文を
表示できます。

著者の最新の所属機関です。

-6-

論文の掲載誌や分野などの項目によって、
検索結果を絞り込むことができます。(→P4)



8.著者の詳細表示・引用分析
著者の詳細情報画面を見てみましょう。
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引用分析を利用してみましょう。引用分析では、各論文の年毎の被引用数がグラフと表で表示されます。
これにより、著者の論文の被引用の傾向を知ることができます。

年毎の被引用数グラフ

研究成果の概要をグラフで
表示します。

下部参照

著者名
最新の著者所属

著者の論文を参考文献にあげている
全論文が表示されます。

Scopusに収録されている
著者の全論文

引用分析を行う対象期間の設定ができます。
設定できる期間は16年以下です。

論文の出版年順や、被引用数順で
並べ替えることができます。

被引用数をクリックすると、
該当する論文のリストを表示します。

論文のタイトルをクリックすると、
その論文の詳細を表示します。



ユーザー登録をすると、検索履歴の保存やアラートの設定ができるようになります。

9.ユーザー登録

10.滋賀県大SFX
SFXは文献データベース、電子ジャーナル、図書館蔵書検索システム等のツールを相互に
リンクさせ、必要な文献をスムーズに入手できるよう支援するシステムです。
Scopusでは、検索結果画面や論文の詳細情報画面に表示される のアイコン
をクリックすることで利用できます。

論文の情報

電子ジャーナルで閲覧できる場合、
このように表示されます。

滋賀県大図書館で所蔵している場合、
このように表示されます。

所蔵巻号を
必ず確認して下さい。

マイライブラリの文献複写依頼ページに移動します。
マイライブラリを利用したい場合はカウンターで申し込んで下さい。

サインインする場合
サインインをクリックし、登録したユーザー名と
パスワードを入力してください。
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※ユーザー登録は無料です。
✔

yamada@elsevier.ac.jp
新たにユーザー登録をするには、「アカウントを作成」を
クリックし、名前・アドレス・パスワードなど必要事項を
入力してください。



11.検索式作成のヒント

①【一般的なルール】

・大文字・小文字は区別しません。

・名詞の単数形を入力すると複数形、所有格も検索します。

・米国綴りと英国綴りはいずれかを入力すると両方検索します。

②【ワイルドカード】

・「＊」は0文字以上を検索します。

例: toxi* → toxi, toxin, toxicity, toxicologyなど

例: t*xi → TXI, taxi, troxi, tucuxiなど

・「？」は1文字を置き換えます。

例: wom?n → woman, women
例: saw??th → sawtooth, sawteeth

③【フレーズ検索】

・二重引用符「“”」で囲むとフレーズ検索を行います。

例: “heart-attack” → heart-attack, heart attack, heart attacksなどを検索

・中括弧「｛｝」で囲むと厳密な文字列検索を行います。

例: ｛heart-attack｝ → heart-attackだけを検索

④【論理演算子・近接演算子】

入力欄に直接入力するか、プルダウンリストから選択することによって利用できます。

・AND → 2つの語句の両方を含む文献を検索します。

・OR → 2つの語句の一方または両方を含む文献を検索します。

・AND NOT → 最初の語句を含むが、後の語句を含まない文献を検索します。

・PRE/n → 2つの検索語の間がn語以内で、語順どおりのものを検索します。

例: behavioral PRE/3 disturbances
→ behavioral disturbances, behavioral and hemodynamic disturbancesなど

・W/n → 2つの検索語の間がn語以内、語順は問いません。

例: behavioral W/3 disturbances
→ behavioral disturbances, disturbances could exacerbate such behavioralなど

⑤【ストップワード】

以下のような単語はストップワードとして扱われ、検索の対象にはなりません。

・人称代名詞 (he, she, we, theyなど)
・冠詞(theなど)
・Be動詞(be, is, wasなど)
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